
横須賀市は三方を海に囲まれ、標高100m～200m程度の起伏の多い丘陵・山地からな

り比較的平穏良好で温暖な土地です。また、東京から５０㎞圏内に位置していながら、多

くの自然環境が残っています。

これらの本市の恵まれた環境をより良い形で次の世代へつなげていくことは、今を生き

る私たちすべての責務です。そのために、この「よこすかＥＣＯ通信」では、横須賀市の

環境特性や環境資源を活用した環境学習情報をお伝えしていきたいと考えています。
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今年はもうホタルを見ましたか？ 横須賀市で
も各地でホタルが観察できる季節になりました。

「ホタル」は環境のシンボル的な生き物です。
それは環境のさまざまな側面がホタルの輝きに
深く関わっているからです。

夜、幻想的なイルミネーションを示すホタル
の姿は、一年近くにも及ぶ長い幼虫期間を生き
抜いた証、いわば「いのちの輝き」です。

そのホタルの輝きを育む環境も、近年急速な
変化にさらされています。水質や土壌の汚染は
幼虫の生育に大きな影響を与え、夜間の強い照
明は、成虫の光によるコミュニケーションを難
しくしています。環境のさまざまな側面がホタ
ルの輝き影響を与えています。

今も飛び交うホタル達をご覧になる時には、
ホタルとそれを取り巻く自然が残っている横須
賀の環境にも、思いを馳せていただきたいと思
います。

ホタルについては最終ページにも記事を載せています。

続いては夏休み特集！！

環境には自然環境をはじめとしてさま
ざまな側面があります。この側面は
個々に関連しあい影響しあっています。



夏休み環境教育・環境学習講座

三浦半島「自然ふれあい楽校」
サマースクール2011

日 時 7月29日（金）～8月2日（火）
場 所 湘南国際村めぐりの森

湘南国際村センター
内 容 ①森の自然観察会

（7月29日10時～14時30分）
②前田川の完全踏破
（30日9時30分～15時30分）
③お話し「自然ふれあいの森づく

り」とミニ観察会
（31日10時～16時）
④環境カウンセラー養成支援講座
（31日 10時～15時30分）
⑤小川の自然観察会
（8月1日 10時～14時30分）
⑥野原の自然観察会
（2日 10時～14時30分）

対 象 ①⑤⑥子供～大人 20人
②小学4年生以上20人
③中学校以上 20人
④環境活動実践者 １５人

費 用 ①②⑤⑥ 500円
③④1,000円

締 切 7月20日（水）必着

申込み・問合せ先
内容番号（①～⑥ 複数可）と〒、住所、氏名、
年齢、電話、ＦＡＸ番号を、往復ハガキ、
メール、ＦＡＸのいずれかで。

三浦半島「自然ふれあい楽校」
〒２４０－０１０５ 横須賀市秋谷４５７５－２

野崎方
メール miurafureai@gmail.com
TEL・FAX 046-857-8636

JAMSTEC（海洋研究開発機構）

横須賀本部

夏休み！ JAMSTEC親子見学ツアー
日 時 8月5日（金）8月12日（金）

8月26日（金）
各日13：３0～1６：00

対象者 小学生のお子様と保護者1名
定員 各回30名
参加費 参加費無料
事前申込が必要ですので、ホームページか下記へお
問い合わせください。
申込み・問合せ先 JAMSTEC 広報課 見学担当
ＴＥＬ 046-867-9073・9069

横浜研究所

夏休み科学実験教室
テーマ まわる地球～地球温暖化と海の酸性化～
日 時 8月１１日（木）13：３0～15：00

8月１７日（木）13：３0～15：00
対象者 小学４～６年生（保護者の同伴可能）
定員 各回25名まで
参加費 無料
申込み・問合せ先 JAMSTEC 広報課 星野
ＴＥＬ 045-778-5318

横浜研究所 地球博物館
毎月第３土曜日の休日開館デーには、様々なイベン
トを実施しています。
TEL 045-778-3811

市民活動サポートセンター

夏の市民活動・ボランティア体験

「清流に戯れる」

日 時 ８月２日（火）9：40～15：00

開催場所 前田川

参加費 ３００円

団体名 横須賀「水と環境」研究会

問合せ先 村田方

（TEL ０９０－５４９４－３４３４）

第4回よこすかジュニアカレッジ
「“空”の博士の科学教室」
最近のテレビや新聞で見たり、聞いたりする「異常気
象」という言葉を“空”の博士がわかりやすく説明し
ます。

日 時 8月７日（日）10：00～１４：００

場 所 生涯学習センター

対象者 小学生

（小学2年生以下は保護者の送迎が必要です。）

定 員 30人

受講料 無料 （昼食は各自ご持参下さい。）

申込み・問合せ先

通常はがきに郵便番号・住所・年齢・学年・電話番
号・標題を7月24日（日）20：00必着で生涯学習財
団「ジュニアカレッジ」担当へ。来館・電話・ＨＰで
も受け付けます。

〒238-0046 西逸見町１－３８－１１

ＴＥＬ 046-822-4873
生涯学習センター

こどもエコクラブ事業
内 容 2人以上のグループと大人のサポー

タ―で誰でも参加できる環境活動ク
ラブ。

子どもたちの興味や関心に基づいて、
自然観察・調査やリサイクル活動など、
地域の中で身近にできる環境活動に自
由に取り組めます。

実施場所 横須賀市内
実施期間 23年度内
対 象 幼児～高校生
問合せ先 横須賀市役所 環境企画課

046-822-8327

mailto:miurafureai@gmail.com


夏休みに楽しくあそんで
たのしく学ぼう

博物館の夏休み企画

「夜の昆虫かんさつ」
日 時 ８月6日（土）17:00～20:30

場 所 天神島臨海自然教育園

締 切 7月23日（土）

定 員 20名 （小学生以上、小学生は保護者同伴）

「古代ネックレスをつくろう」
日 時 ①7月30日（土） ②7月31日（日）

③8月6日（土） ④8月7日（日）

いずれも13:00～16:30

場 所 横須賀市自然・人文博物館 本館講堂

材料費 1人 500円

締 切 7月16日（土）

希望日を記入して申し込み。

定 員 各回30名

（小・中学生以上、小学生は保護者同伴）

「自分で作る！化石レプリカ」
日 時 ①8月26日（金）13:30～16:30

②8月27日（土） 9:30～12:30

③8月27日（土）13:30～16:30

場 所 横須賀市自然・人文博物館 本館科学教室

材料費 1人 200円

締 切 8月12日（金）

定 員 各回20名

（小・中学生以上、小学生3年生以下は

保護者同伴）

「子ども地球教室」協力 三浦半島活断層調会

日 時 7月24日（日）

①10:00～12:00 （小学校低学年向け）

②13:00～16:30 （小学校高学年向け）

場 所 横須賀市自然・人文博物館 本館科学教室

締 切 7月10日（日）

定 員 各回20名

（小・中学生以上、小学生3年生以下は

保護者同伴）

応募方法

往復はがきで、行事名・参加希望者

（ただし、家族にかぎる）の住所・氏名・

年齢・電話番号を往信面に、ご自分の住所・

氏名を復信面に記入の上、下記問合せ先へ

問合せ先

〒238-0016

横須賀市深田台９５ 横須賀市自然・人文博物館

TEL 046-824-3688

晴れたら回るソーラープロペラ

子ども科学体験教室

日 時 8月19日（金）
場 所 久里浜コミュニティセンター
内 容 太陽電池を使った工作をしたり、電池を手作

りして、電気、電池の仕組みを楽しく学びます
対 象 小学３年～小学６年

（保護者参加希望受付可能）
参加募集者 ２０人
参 加 費 850円
締 切 8月1日（月）
応募方法 往復ハガキを郵送か窓口持参、ＦＡＸまたは

メールで
応募・問合せ先 久里浜コミュニティセンター

046－834-1471

夏休み子どもエコスクール

日 時 7月27日（水）

場 所 大津コミュニティセンター

内 容 地球温暖化・省エネ 講座

対 象 小学３年～小学６年

参加募集者 ２４人

締 切 ７月１３日（水）

応募方法 往復ハガキを郵送あるいは、窓口に

持参あるいはメールにて

応募・問合せ先 大津コミュニティセンター

046－835-2872

海の魅力発見・体験 ｉｎ 走水

（スノーケリングによる海の観察会）
日 時 8月27日（土）

（予備日 8月28日（日））

場 所 走水海岸

内 容 身近な横須賀の海を体験してもらい、スノー

ケリングの技術や海の生き物を学んでもらう

対 象 小学４年～小学６年

参加募集者 ５０人（予定）

締 切 7月22日（金）

問合せ先 横須賀市役所 港湾企画課

046－822－9802

環境ポスターコンクール
対 象 横須賀市内在学の小・中・高校生

募集テーマ 将来のよこすかの環境の姿や、環境

を良くするための呼びかけなど

ポスター規格 Ｂ３判か四つ切の画用紙

応募方法 通学先の学校へ

（締切は学校によって異なります）

募集期限 ９月９日（金） 環境企画課必着

問合せ先 横須賀市役所 環境企画課

046－822－8327
このコンクールにご協賛いただく市内企業も募集中です。



横須賀市発行
（発行元）〒２３８－８５５０ 横須賀市小川町１１番地 横須賀市環境政策部環境企画課
ＴＥＬ ０４６－８２２－８３２７ ＦＡＸ ０４６－８２１－１５２３
Ｅ-mail： ep-ep@city.yokosuka.kanagawa.jp
この情報誌は、横須賀市環境教育・環境学習ネットワーク会議のトライアル事業として発行しております。

「環境教育・環境学習ネットワーク会議」とは、市民・事業者・学校・行政等のさまざまな主体が集まり、連携して
市内全体の環境教育・環境学習の推進を図るための会議です。
この「よこすかＥＣＯ通信」は、横須賀市ホームページでもご覧になれます。
http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/kurashi/kankyou/index.html

夏休みの宿題を環境学習で解決しちゃおう！

このホタルは森林インストラクターが作成してくれました。もっと見たい方はこちら！
http://www1.kamakuranet.ne.jp/urban/index.html

ネイチャークラフトでホタルを作る
※ネイチャークラフトとは、石や木、貝など、
自然のもので工作を行うことです。

ホタルの本を読んで
読書感想文を書く

◆材料◆
・木材（枝）
・小石かタネ

（目に使用）
・接着剤
・絵の具
◆道具◆
・のこぎりなど
・きり
・ふで
・紙やすり

◆作りかた◆
①上の図の中心の列のように木材を切り、やすりをかける。
②頭となる木材の触角と足を刺す部分に穴をあけ、枝をさす。
③目をつけたい所に浅い穴をあけ、目を接着剤で付ける。
④その他の部分も、図の右列のように接着剤でくっつける。
⑤好みで絵の具をぬる。

『ホタルの里 (森の新聞)』
作者：大場信義

ホタルという生き物が、どんなくらしを
しているのか、なぜ光るのかや、ホタルの
生活する自然の今など、「ホタル」という
生き物をとおして、自然や環境について考
える本です。

横須賀市の岩戸川にホタルの里を作った
取り組みや、さまざまな種類のホタルの写
真もあるので、ホタル博士になれるかも!?

完成！

こんなリアルなのも作れるよ♪
上級者はチャレンジ！

『ホタルがすきになった日』
作者：国松俊英

板橋区ホタル飼育施設で「ホタル博士」
として親しまれる阿部宣男さん。子どもの
ころから虫や魚がすきだったのに、ホタル
だけはきらいだった。それがどうして、む
ずかしいホタルの飼育に成功し、博士号を
取るまでになったのか？ホタルのいのちの
かがやきとは？

その情熱の半生を綴った感動ノンフィク
ション。

カラーで見たいひとはＨＰへアクセス！

6月は環境月間です
６月５日は環境の日です。これは、１９７２年６月５日からストックホルムで開催された「国連人間環境会議」

を記念して定められたものです。国連では、日本の提案を受けて６月５日を「世界環境デー」と定めており、日本
では「環境基本法」（平成５年）が「環境の日」を定めています。

また、平成３年度から６月の一ヶ月間を「環境月間」とし、全国で様々な行事が行われています。世界各国でも、
この日に環境保全の重要性を認識し、行動の契機とするためさまざまな行事が行われています。
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